
南

方
（
ビ
ル
マ
）
　 

ビ
ル
マ
戦
線

従
軍
の
思
い
出
　 大

阪
府
　
二
場
義
照
　 

私
は
昭
和
十
九
年
三
月
教
育
召
集
を
受
け
、
朝
鮮
の
第
四
十

九
師
団
第
百
六
連
隊
へ
編
入
さ
れ
、
九
月
に
は
ビ
ル
マ
に
入

り
、
ビ
ル
マ
派
遣
軍
の
行
う
「
断
作
戦
」
に
参
加
し
、
昭
和
二

十
年
一
月
一
日
か
ら
「
盤
作
戦
」
に
参
加
し
た
。
我
が
部
隊

は
、
日
本
軍
の
撤
退
収
容
が
任
務
で
あ
っ
た
。
弾
を
撃
つ
の
は

「
白
兵
戦
の
時
だ
け
」
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
食
糧
は
無
く
、
ま
た

寝
る
時
間
が
な
い
の
で
困
っ
た
。
歩
兵
の
壕
は
五
〇
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
し
か
掘
れ
な
い
。
戦
車
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
い

う
の
が
当
時
の
状
況
だ
っ
た
。

私
は
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
三
日
の
戦
闘
で
、
頭
部
を
手
榴

弾
の
破
片
で
負
傷
し
た
。
戦
車
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

が
、
我
が
軍
が
作
っ
た
壕
に
落
ち
て
、
壕
内
の
チ
ー
ク
材
が
燃

え
て
い
る
。
負
傷
し
た
兵
が
「
水
を
く
れ
」
と
叫
ん
で
い
る
。

我
が
通
信
隊
も
大
部
分
が
戦
死
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
私
は

そ
の
時
頭
部
を
手
榴
弾
の
破
片
で
負
傷
し
て
い
た
の
だ
が
、
前

線
に
は
一
人
の
衛
生
兵
も
お
ら
ず
、
包
帯
包
の
ガ
ー
ゼ
を
傷
口

に
当
て
、
三
角
巾
で
鉢
巻
き
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
前
額
部
は

腫
れ
あ
が
っ
て
い
た
。

日
が
た
つ
に
つ
れ
傷
は
だ
ん
だ
ん
化
膿
し
、
頭
部
か
ら
顔
全

体
が
紫
色
に
腫
れ
あ
が
り
、
人
間
の
形
相
で
は
な
か
っ
た
と
思

う
。
し
か
し
前
線
で
は
治
療
の
施
し
よ
う
が
な
く
、
中
隊
長
の

命
令
を
受
け
、
第
四
十
九
師
団
第
四
野
戦
病
院
に
下
が
っ
た
。



入
院
治
療
中
、
ど
こ
か
で
見
か
け
た
よ
う
な
兵
隊
が
、
右
腕
を

三
角
巾
で
首
か
ら
吊
る
し
、
小
銃
を
肩
に
掛
け
て
ふ
ら
ふ
ら
と

こ
ち
ら
へ
来
る
。
よ
く
見
る
と
同
じ
連
隊
の
歩
兵
で
、
親
戚
の

二
場
一
二
三
（
一
等
兵
）
で
あ
っ
た
。

彼
は
昨
日
の
戦
闘
で
右
手
貫
通
銃
創
を
負
い
、
昨
夜
後
送
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
重
傷
で
あ
っ
た
が
お
互
い
の
無
事
を
喜

び
合
っ
た
。
彼
の
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
月
五
日
か
ら
悪
戦
苦

闘
の
連
続
で
ま
る
で
生
き
地
獄
の
よ
う
な
毎
日
で
、
中
隊
約
百

三
十
人
が
自
分
を
入
れ
て
二
十
数
人
に
な
っ
て
し
ま
い
、
生
き

て
い
る
の
が
不
思
議
だ
と
、
戦
友
の
壮
烈
な
最
後
を
悼
み
涙
を

流
し
て
い
た
。

翌
日
正
午
頃
病
院
長
か
ら
通
達
が
あ
り
、「
現
在
前
線
で
は

敵
戦
車
の
攻
撃
を
受
け
激
戦
中
で
あ
り
、
第
四
野
戦
病
院
も
敵

軍
の
砲
撃
射
程
内
に
入
り
、
こ
こ
も
安
全
で
な
く
な
っ
た
。
重

傷
者
は
今
夜
軍
用
車
両
で
後
送
す
る
が
、
車
両
の
数
が
足
り
な

い
の
で
、
歩
け
る
兵
は
直
ち
に
ト
ン
グ
ー
の
兵
站
病
院
へ
転
進

せ
よ
」
と
の
命
令
を
受
け
、
若
干
の
食
料
を
受
け
、
数
人
一
組

に
な
っ
て
ト
ン
グ
ー
に
向
か
っ
て
転
進
し
た
。

主
幹
道
路
を
南
進
す
れ
ば
ト
ン
グ
ー
に
着
く
。
お
よ
そ
五
十

里
ぐ
ら
い
と
聞
い
た
。
し
か
し
、
昼
間
は
主
幹
道
路
は
歩
け
な

い
。
上
空
の
敵
機
が
絶
え
ず
旋
回
し
て
い
る
。
道
路
の
左
右
の

森
林
地
帯
で
休
息
を
と
り
、
夜
明
け
か
ら
午
前
八
時
半
ぐ
ら
い

ま
で
歩
き
、
夕
方
五
時
頃
か
ら
日
暮
れ
ま
で
歩
く
。
途
中
、
部

落
や
川
が
あ
れ
ば
水
を
補
給
し
て
飯
を
炊
く
。
食
事
は
一
日
二

回
、
腹
は
減
る
が
充
分
に
食
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ト
ン
グ

ー
ま
で
食
糧
を
食
い
つ
な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
病
院
を
出
発
し
て
か
ら
六
日
目
ぐ
ら
い
に
転
進
中
の
他
部

隊
の
兵
隊
と
も
合
流
し
、
総
員
三
十
数
人
に
な
っ
た
。

今
日
は
頭
部
の
傷
が
ズ
キ
ズ
キ
と
痛
む
。
幸
い
に
も
菊
部
隊

（
第
十
八
師
団
）
の
軍
医
殿
が
お
ら
れ
治
療
し
て
い
た
だ
く
。

他
に
も
七
人
の
負
傷
者
が
い
て
全
員
応
急
手
当
て
を
し
て
い
た

だ
く
。「
あ
と
二
日
く
ら
い
で
ト
ン
グ
ー
へ
着
く
か
ら
皆
頑
張

れ
」
と
の
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
、
皆
あ
り
が
た
く
、
地
獄
で

仏
の
声
で
あ
っ
た
。

夜
九
時
頃
で
あ
っ
た
か
、
小
川
の
水
を
腹
い
っ
ぱ
い
飲
ん

で
、
水
筒
で
湯
を
沸
か
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
敵
襲
、
敵
襲
」

の
叫
び
声
で
「
全
員
戦
闘
配
置
に
つ
け
」
の
号
令
、
素
早
く
焚



火
に
土
を
か
け
射
撃
態
勢
に
入
る
。
あ
た
り
は
静
ま
り
重
苦
し

い
数
分
が
過
ぎ
、
前
方
か
ら
、
合
言
葉
の
「
山
、
山
、
山
」
と

か
す
か
に
声
が
す
る
。
こ
ち
ら
か
ら
「
川
、
川
、
川
」
と
応
答

す
る
。
数
分
過
ぎ
る
と
ま
た
「
山
、
山
、
山
」
と
声
が
す
る
。

「
川
、
川
、
川
」
と
答
え
る
と
、「
日
本
軍
か
」
と
問
う
声
、

「
そ
う
だ
日
本
軍
だ
」
と
答
え
る
と
「
狼
だ
、
狼
だ
」
と
言
い

な
が
ら
九
人
の
兵
が
近
付
い
て
来
た
。
危
う
く
同
士
討
ち
を
す

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
彼
等
は
野
戦
病
院
を
私
よ
り
遅
れ
て
出
発

し
た
負
傷
兵
で
あ
っ
た
。

合
流
す
る
と
同
時
に
「
水
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
今
朝
か
ら
一

滴
の
水
も
飲
ん
で
い
な
い
、
今
夜
は
水
を
探
し
に
来
た
と
こ
ろ

灯
が
見
え
た
の
で
声
を
か
け
た
」
と
い
う
。
友
軍
に
逢
え
て
本

当
に
嬉
し
い
と
大
喜
び
、
早
速
小
川
に
連
れ
て
行
き
兵
隊
達
が

満
足
す
る
ま
で
水
を
飲
ま
せ
、
飯
を
炊
か
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。「

軍
医
殿
が
明
朝
早
く
傷
の
手
当
て
を
す
る
か
ら
、
今
夜
は

負
傷
兵
は
安
心
し
て
眠
れ
、
警
戒
兵
は
別
に
出
て
も
ら
う
」

と
、
あ
り
が
た
い
言
葉
で
あ
っ
た
。
翌
朝
、
昨
夜
合
流
し
た
負

傷
兵
の
応
急
手
当
て
が
済
ん
だ
あ
と
六
時
半
出
発
。
三
十
分
ぐ

ら
い
歩
い
た
頃
、
友
軍
の
軍
用
車
が
五
台
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
北

上
す
る
の
に
出
会
っ
た
。
前
線
で
は
、
弾
薬
、
食
糧
、
医
薬

品
、
そ
の
他
の
物
資
が
欠
乏
し
て
い
る
。
一
日
千
秋
の
思
い
で

待
っ
て
い
る
。
無
事
到
着
を
神
仏
に
祈
る
の
み
。

四
月
中
旬
頃
だ
と
思
う
。
朝
九
時
頃
や
っ
と
ト
ン
グ
ー
到

着
。
お
互
い
の
武
運
を
祈
り
あ
い
、
軍
医
殿
を
は
じ
め
兵
隊
達

は
目
的
地
へ
転
進
し
て
行
き
、
私
も
第
百
三
十
三
兵
站
病
院
に

到
着
。
入
院
約
十
日
で
頭
の
傷
も
癒
え
、
原
隊
復
帰
も
間
も
な

い
と
思
っ
て
い
た
こ
ろ
、
速
射
砲
隊
に
編
入
の
命
を
受
け
た
。

翌
日
夜
七
時
頃
軍
用
車
輌
で
前
線
に
向
か
う
と
こ
ろ
だ
っ
た

が
、
運
良
く
夜
八
時
半
頃
狼
第
一
八
七
〇
二
部
隊
（
歩
兵
第
百

六
連
隊
）
通
信
中
隊
が
主
幹
道
路
を
転
進
し
て
来
る
の
で
原
隊

に
復
帰
せ
よ
と
の
命
を
受
け
、
九
時
頃
原
隊
に
合
流
出
来
た
。

翌
日
夜
が
明
け
生
存
者
の
顔
を
見
る
と
、
前
線
で
行
動
を
共

に
し
て
い
た
戦
友
は
、
分
隊
長
の
馬
場
軍
曹
、
山
城
上
等
兵
と

私
の
三
人
だ
け
、
あ
と
は
輸
送
分
隊
の
首
藤
軍
曹
・
三
浦
・
安

部
・
上
原
・
柴
田
各
上
等
兵
、
馬
場
・
福
田
一
等
兵
他
に
有
線

小
隊
の
兵
が
数
人
の
十
数
人
の
み
、
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
若



い
鈴
木
中
隊
長
以
下
全
員
戦
死
ま
た
は
負
傷
後
送
と
い
う
悲
惨

な
状
態
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
我
が
第
一
八
七
〇
二
部
隊
は
運
が
よ
く
、

ビ
ル
マ
方
面
軍
最
後
の
予
備
隊
で
あ
っ
た
。
同
じ
第
一
八
七
〇

三
部
隊
（
歩
兵
第
百
五
十
三
連
隊
）
と
第
一
八
七
〇
四
部
隊

（
歩
兵
第
百
六
十
八
連
隊
）
は
、
ビ
ル
マ
到
着
と
同
時
に
北
ビ

ル
マ
の
最
前
線
へ
出
動
し
、
敵
の
大
機
甲
部
隊
と
、
連
日
連
夜

激
闘
死
闘
を
繰
り
返
し
、
両
部
隊
と
も
全
滅
状
態
に
な
っ
た
と

聞
い
た
。

連
合
軍
の
戦
法
は
、
圧
倒
的
な
兵
力
・
物
量
を
も
っ
て
、
朝

は
戦
闘
機
を
も
っ
て
銃
・
爆
撃
の
繰
り
返
し
、
敵
機
が
去
る
と

地
上
砲
の
猛
砲
撃
が
続
く
。
そ
の
間
に
数
十
台
の
戦
車
を
盾
と

し
て
、
一
戦
車
に
歩
兵
十
数
人
が
随
伴
し
、
我
が
軍
の
陣
地
を

包
囲
攻
撃
し
て
く
る
。
決
し
て
戦
車
だ
け
で
は
突
入
し
て
来
な

い
。
日
本
軍
の
爆
薬
を
抱
い
た
肉
弾
攻
撃
を
恐
れ
、
歩
戦
共
同

作
戦
で
あ
る
。
戦
車
砲
と
機
関
銃
、
歩
兵
は
自
動
小
銃
を
乱
射

し
な
が
ら
じ
り
じ
り
と
肉
薄
し
て
来
る
。

我
が
軍
に
は
弾
薬
が
乏
し
い
か
ら
無
駄
弾
は
撃
て
な
い
の

で
、
敵
の
接
近
を
待
っ
て
、
歩
兵
を
狙
撃
し
た
り
、
戦
車
へ
の

肉
弾
で
の
爆
雷
攻
撃
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
敵
を
撃
退
す

る
。
も
し
戦
車
軍
団
に
突
入
さ
れ
た
な
ら
、
陣
地
は
蹂
躙
さ
れ

部
隊
は
甚
大
な
損
害
を
被
る
。
昼
間
の
戦
闘
で
我
が
軍
陣
地
は

蜂
の
巣
の
よ
う
に
な
り
、
止
む
な
く
夜
半
に
陣
地
を
撤
退
し
後

方
の
森
林
地
帯
に
移
動
し
、
各
隊
ご
と
に
陣
地
を
構
築
す
る
。

し
か
し
、
陣
地
と
は
名
の
み
で
立
木
や
雑
木
の
茂
み
を
利
用

し
、
身
体
を
隠
す
小
さ
な
壕
を
掘
る
だ
け
で
あ
る
。
夜
明
け
ま

で
に
掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
土
が
硬
く
て
思
う
よ
う
に
掘

れ
ず
、
気
ば
か
り
焦
る
中
に
迫
撃
砲
弾
が
撃
ち
込
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
撤
退
を
続
け
る
が
、
我
々
通
信
隊
は
電
線
を
担

ぎ
、
無
線
機
を
持
ち
、
空
腹
と
疲
労
の
た
め
身
体
は
ふ
ら
ふ
ら

と
な
り
、
自
力
で
立
ち
上
が
る
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
に
な

る
。
こ
ん
な
時
、
早
く
戦
死
し
た
方
が
楽
に
な
る
な
と
思
っ

た
。
無
線
は
敵
に
傍
受
さ
れ
あ
ま
り
使
え
な
く
な
り
、
我
々
は

連
絡
兵
と
し
て
連
隊
本
部
と
行
動
を
共
に
し
つ
つ
の
戦
闘
に
参

加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

話
は
前
に
戻
る
が
、
私
が
原
隊
に
復
帰
し
た
時
は
部
隊
も
全

滅
状
態
で
、
他
の
部
隊
と
交
替
し
た
た
め
か
、
再
び
戦
車
と
交



戦
は
し
な
か
っ
た
。
転
進
に
転
進
を
続
け
る
途
中
の
五
月
中
旬

頃
、
こ
の
地
点
か
ら
西
へ
二
里
ぐ
ら
い
の
所
の
部
落
に
ゲ
リ
ラ

が
数
人
潜
ん
で
い
て
、
撤
退
中
の
負
傷
兵
が
襲
撃
さ
れ
た
と
の

通
報
が
あ
り
、
直
ち
に
討
伐
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
二
十
数
人
、

軽
機
関
銃
二
、
擲
弾
筒
一
、
あ
と
は
小
銃
隊
で
あ
っ
た
。
現
地

は
十
五
、
六
軒
ぐ
ら
い
の
部
落
で
、
威
嚇
射
撃
を
し
た
が
、
逃

げ
遅
れ
た
老
婆
と
子
供
十
人
ぐ
ら
い
で
、
要
領
を
得
ず
引
き
揚

げ
た
。
ゲ
リ
ラ
は
日
本
軍
が
ラ
ン
グ
ー
ン
で
教
育
し
て
い
た
ビ

ル
マ
義
勇
軍
の
兵
士
で
、
五
月
の
初
旬
、
日
本
軍
の
劣
勢
を
知

り
連
合
軍
に
寝
返
っ
た
一
味
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

ゲ
リ
ラ
も
気
に
な
る
が
、
我
が
隊
は
一
日
も
早
く
後
方
の
タ

ト
ン
集
結
し
再
編
成
の
任
務
が
あ
る
。
止
む
な
く
こ
の
地
を

出
発
、
数
日
過
ぎ
、
ど
の
よ
う
な
命
令
が
あ
っ
た
の
か
初
年
兵

の
私
に
知
る
よ
し
も
な
く
本
隊
を
離
れ
別
行
動
に
な
る
。
馬
場

軍
曹
・
山
城
・
三
浦
・
安
部
・
上
原
上
等
兵
と
馬
場
一
等
兵
と

私
の
七
人
で
あ
っ
た
。
別
行
動
中
気
の
毒
に
も
馬
場
一
等
兵
の

左
足
の
リ
ン
パ
腺
が
紫
色
に
腫
れ
あ
が
り
歩
行
困
難
に
な
る
。

装
具
は
我
々
が
分
担
、
本
人
は
竹
を
切
り
杖
に
し
て
歩
く
。
翌

日
河
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
大
き
な
河
に
突
き
当
た

る
。
河
に
沿
っ
て
南
下
す
る
と
砂
糖
黍
畑
が
あ
り
、
河
の
堤
防

上
に
三
坪
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
小
屋
が
あ
っ
た
。
中
に
入
っ
て
み

る
と
バ
ナ
ナ
か
ご
が
五
か
ご
あ
り
、
黒
砂
糖
の
塊
が
い
っ
ぱ
い

入
っ
て
い
た
。
誠
に
あ
り
が
た
く
早
速
頂
く
こ
と
に
す
る
。
黒

砂
糖
な
ん
て
何
年
ぶ
り
か
、
だ
が
食
っ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な

い
。
素
早
く
水
浴
、
洗
濯
を
済
ま
せ
る
。
髪
、
髭
は
伸
び
ほ
う

だ
い
、
目
は
奥
に
落
ち
込
ん
で
衣
服
は
垢
と
挨
で
ど
ろ
ど
ろ
、

し
ら
み
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
、
お
ま
け
に
衣
服
の
縫
い
目
に
卵
を

ビ
ッ
シ
リ
産
み
つ
け
て
い
る
。
全
く
人
間
の
着
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

野
戦
に
従
軍
し
た
者
は
皆
経
験
済
み
と
思
う
が
、
何
ヵ
月
ぶ

り
の
水
浴
、
洗
濯
を
済
ま
せ
小
屋
で
休
息
し
て
い
る
と
、
対
岸

か
ら
軽
機
と
小
銃
の
一
斉
射
撃
を
受
け
る
。
幸
い
に
し
て
砂
糖

が
入
っ
て
い
た
か
ご
が
盾
に
な
り
全
員
無
事
、
直
ち
に
小
屋
を

出
て
砂
糖
黍
畑
に
駆
け
込
み
河
伝
い
に
南
下
、
難
を
逃
れ
る
こ

と
が
出
来
た
。

数
日
後
本
隊
に
合
流
、
馬
場
一
等
兵
は
野
戦
病
院
に
送
ら
れ

る
。
そ
れ
か
ら
転
進
、
転
進
を
重
ね
、
六
月
末
ご
ろ
集
結
地
の



タ
ト
ン
に
到
着
し
た
。
七
月
五
日
、
第
四
十
九
師
団
通
信
隊
に

転
属
の
命
令
を
受
け
る
。
首
藤
軍
曹
・
山
城
・
三
浦
・
安
部
・

柴
田
・
上
原
上
等
兵
・
福
田
一
等
兵
と
私
の
以
上
八
人
が
同
日

パ
プ
ン
警
備
隊
へ
派
遣
命
令
、
翌
六
日
首
藤
軍
曹
以
下
八
人
が

パ
プ
ン
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
こ
の
時
期
の
ビ
ル
マ
は
雨
期

の
真
っ
最
中
で
雨
中
を
六
日
ほ
ど
歩
く
。

途
中
小
さ
な
森
林
が
あ
り
民
家
も
五
軒
ほ
ど
あ
っ
た
。
横
を

幅
六
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
河
が
流
れ
、
連
日
の
雨
で
増
水
し

流
れ
が
速
い
。
こ
こ
に
は
十
人
ぐ
ら
い
の
船
舶
兵
が
駐
屯
し
て

い
て
転
進
し
て
来
る
兵
士
を
対
岸
へ
渡
し
て
い
た
。
船
は
十

五
、
六
人
乗
れ
る
の
が
二
隻
、
木
の
枝
や
草
を
か
ぶ
せ
擬
装
し

て
あ
っ
た
。「
雨
も
小
降
り
に
な
っ
た
明
朝
は
水
量
も
引
き
、

渡
り
易
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
今
夜
は
こ
こ
に
泊
ま
っ
て
行
く

が
良
い
」
と
、
付
近
で
と
れ
た
山
菜
を
少
し
分
け
て
く
れ
た
。

タ
ト
ン
を
出
発
し
て
か
ら
連
日
の
雨
で
、
飯
を
炊
く
こ
と
が

で
き
ず
、
乾
パ
ン
と
食
べ
ら
れ
そ
う
な
野
草
を
食
べ
て
来
た
。

今
夜
は
飯
が
食
べ
ら
れ
る
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

翌
朝
、
船
舶
兵
に
対
岸
に
渡
ら
せ
て
も
ら
う
。
河
か
ら
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
路
上
に
人
が
一
人
倒
れ
て
い
た
。
近
付

い
て
み
る
と
、
私
と
同
年
齢
ぐ
ら
い
の
若
い
兵
隊
が
、
こ
こ
ま

で
撤
退
し
て
来
た
が
命
運
尽
き
、
数
時
間
前
に
絶
命
さ
れ
た
ら

し
い
。
顔
面
に
は
既
に
蟻
が
数
匹
つ
い
て
い
た
が
、
苦
し
み
の

様
子
は
な
く
安
ら
か
な
死
に
顔
で
あ
っ
た
。
兵
士
の
遺
体
の
処

置
を
船
舶
兵
に
頼
ん
だ
。

我
々
は
先
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
、
連
日
の
雨
で
予
定
よ
り

も
一
日
遅
れ
て
い
る
。
幸
い
に
も
雨
が
上
が
り
歩
き
易
く
な

る
。
急
行
軍
を
重
ね
、
七
月
十
四
日
昼
頃
パ
プ
ン
警
備
隊
に
到

着
、
申
告
を
済
ま
せ
て
宿
舎
に
入
る
。
宿
舎
は
三
十
坪
ほ
ど
の

広
さ
で
■
瓦
造
り
、
屋
根
は
ト
タ
ン
葺
き
の
家
で
あ
っ
た
。
他

に
も
一
個
分
隊
の
警
備
兵
と
の
同
宿
で
任
務
は
毎
日
隊
長
の
宿

舎
へ
行
き
、
朝
八
時
か
ら
一
時
間
、
夕
は
五
時
か
ら
一
時
間
各

部
隊
と
の
情
報
連
絡
に
あ
た
っ
た
（
首
藤
軍
曹
外
二
人
）

。
他

の
五
人
は
食
糧
の
確
保
に
務
め
る
。

そ
れ
か
ら
二
週
間
ほ
ど
平
穏
な
日
が
過
ぎ
七
月
末
日
頃
、
朝

早
く
警
備
隊
か
ら
の
連
絡
で
宿
舎
か
ら
北
へ
約
二
里
ぐ
ら
い
の

所
に
大
き
な
沼
が
あ
り
、
そ
の
付
近
に
野
生
の
水
牛
が
数
頭
生

息
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
食
糧
補
給
の
た
め
射
殺
に
行
く
。
通

信
隊
は
一
緒
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
、
マ
ラ
リ
ア
発
熱
の
二
人
を



残
し
、
私
達
三
人
同
行
す
る
。
警
備
兵
の
一
人
が
こ
れ
か
ら
先

は
自
分
が
一
人
で
行
く
、
水
牛
に
気
付
か
れ
逃
げ
ら
れ
て
は
困

る
。
一
発
で
射
殺
す
る
か
ら
見
て
い
て
く
れ
と
言
い
な
が
ら
沼

の
近
く
へ
移
動
す
る
。

水
浴
を
や
め
た
水
牛
が
一
列
に
な
っ
て
陸
地
へ
上
が
っ
て
来

た
。
射
手
は
水
牛
の
正
面
に
回
り
込
み
一
発
発
射
、
水
牛
は
驚

き
横
っ
飛
び
に
走
り
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
一
頭
が
倒
れ

た
が
、
四
股
を
ば
た
ば
た
、
す
か
さ
ず
射
手
が
近
付
き
更
に
一

発
頭
部
に
撃
ち
込
み
と
ど
め
を
刺
す
。
軍
隊
と
は
便
利
に
出
来

て
い
る
。
色
々
な
職
業
の
人
の
集
合
で
直
ち
に
二
人
の
兵
が
現

地
の
山
刀
で
皮
・
骨
・
肉
と
切
り
離
す
。
警
備
隊
二
個
小
隊
と

通
信
隊
で
約
九
十
人
、
肉
塊
を
八
等
分
に
分
け
、
ど
れ
で
も
良

い
か
ら
持
ち
帰
れ
と
、
誠
に
あ
り
が
た
く
感
謝
あ
る
の
み
で
あ

っ
た
。

早
速
野
生
の
バ
ナ
ナ
の
葉
を
切
り
取
り
、
蔓
で
巻
き
木
の
枝

に
く
く
り
つ
け
担
い
で
帰
る
。
途
中
他
の
分
隊
の
兵
に
会
い

「
通
信
隊
は
早
く
帰
れ
、
宿
舎
が
敵
機
の
機
銃
掃
射
を
受
け
、

一
人
戦
死
、
一
人
重
傷
」
の
通
報
を
受
け
る
。
急
ぎ
帰
隊
す
る

が
誰
も
い
な
い
。
天
井
の
ト
タ
ン
屋
根
に
十
数
個
所
機
銃
弾
で

穴
が
あ
き
、
我
々
の
寝
起
き
し
て
い
た
所
は
銃
撃
の
跡
で
蜂
の

巣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
首
藤
軍
曹
が
来
ら
れ
、「
十
一
時
四
十
分
ご

ろ
敵
機
二
機
に
銃
撃
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
柴
田
上
等
兵
は
大
■

部
貫
通
銃
創
で
戦
死
、
遺
体
は
手
首
を
切
断
し
て
埋
葬
、
手
首

は
火
葬
す
る
。
福
田
一
等
兵
は
右
足
首
貫
通
銃
創
を
負
い
、
衛

生
兵
が
応
急
処
置
を
済
ま
せ
野
戦
病
院
へ
後
送
し
た
」
と
の
説

明
が
あ
り
、
こ
の
宿
舎
は
再
び
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
あ
る
の

で
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
空
き
家
に
移
動
し
た
。
マ
ラ
リ

ア
熱
で
残
っ
て
い
た
た
め
に
戦
没
さ
れ
た
柴
田
上
等
兵
の
霊
に

合
掌
、
冥
福
を
祈
り
つ
つ
の
移
動
で
あ
っ
た
。

持
ち
帰
っ
た
水
牛
の
肉
塊
は
塩
づ
け
に
し
て
天
日
に
干
し
保

存
す
る
。
米
と
肉
は
あ
れ
ど
も
野
菜
は
な
し
。
パ
パ
イ
ア
の
木

の
芯
、
バ
ナ
ナ
の
木
の
根
、
ま
た
野
草
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
は

何
で
も
食
べ
た
。
そ
れ
か
ら
二
週
間
ぐ
ら
い
経
過
し
た
あ
る
日

の
昼
食
中
、
無
線
で
情
報
を
聴
い
て
い
た
首
藤
軍
曹
の
様
相
が

変
わ
り
、
し
く
し
く
泣
き
だ
し
「
残
念
」
の
一
声
。

突
然
の
こ
と
で
何
の
こ
と
や
ら
判
ら
ず
、
我
々
は
た
だ
呆
然

と
し
て
い
る
と
首
藤
軍
曹
は
、
大
粒
の
涙
を
流
し
な
が
ら
「
日



本
は
戦
争
に
負
け
た
、
連
合
軍
に
降
伏
し
た
。
日
本
軍
将
兵
は

動
揺
せ
ず
次
の
指
令
を
待
て
」
と
の
放
送
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

た
。
首
藤
軍
曹
は
直
ち
に
警
備
隊
長
へ
報
告
に
行
く
。

翌
日
は
敵
機
が
低
空
で
旋
回
し
な
が
ら
ビ
ラ
を
散
布
し
て
行

く
。
拾
っ
て
内
容
を
読
む
と
「
か
し
こ
く
も
今
上
陛
下
に
お
か

せ
ら
れ
て
は
、
我
が
連
合
軍
の
無
条
件
降
伏
文
を
受
諾
さ
れ
、

戦
争
は
終
結
し
た
。
日
本
軍
の
指
揮
官
は
白
旗
を
か
か
げ
軍
使

を
八
月
○
日
○
時
に
パ
プ
ン
県
○
○
ア
イ
ル
道
標
上
に
派
遣
さ

れ
た
し
」
と
書
い
て
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

人
間
の
運
命
は
は
か
な
く
、
戦
争
が
二
週
間
早
く
終
結
し
て

い
れ
ば
、
柴
田
上
等
兵
の
戦
死
も
な
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
。

ま
た
、
我
々
は
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
、
運
命
を
天
に
任
す
以

外
に
道
は
な
か
っ
た
。

こ
の
日
か
ら
数
日
後
、
タ
ト
ン
の
師
団
通
信
隊
か
ら
「
戦
争

は
終
結
し
た
。
直
ち
に
帰
還
せ
よ
」
と
の
命
令
を
受
け
、
先
に

来
た
道
を
タ
ト
ン
に
向
け
急
行
す
る
。
途
中
、
過
日
お
世
話
に

な
っ
た
船
舶
兵
に
お
礼
を
告
げ
、
お
互
い
の
無
事
を
祈
り
こ
の

地
を
出
発
し
た
。

タ
ト
ン
へ
あ
と
二
日
ぐ
ら
い
の
地
点
で
右
編
上
靴
の
底
糸
が

切
れ
パ
ッ
ク
リ
と
口
を
開
け
、
歩
行
困
難
に
な
る
。
初
め
は
蔓

で
ぐ
る
ぐ
る
巻
い
て
歩
い
た
が
、
五
分
も
歩
く
と
切
れ
る
。
何

回
か
繰
り
返
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
分
隊
に
遅
れ
る
。
止
む
を
得

ず
靴
を
脱
ぎ
裸
足
で
走
っ
て
追
い
着
く
。

時
間
が
経
過
す
る
う
ち
に
足
の
裏
が
む
く
み
、
土
の
熱
さ
と

激
痛
で
歩
け
る
状
態
で
は
な
く
、
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
幸
い

に
も
横
の
細
い
道
か
ら
空
の
牛
車
が
一
台
道
路
に
入
っ
て
き
た

の
で
、
現
地
人
に
足
を
見
せ
、
言
葉
は
通
じ
な
い
が
、
身
振
り

手
振
り
で
、
タ
ト
ン
ま
で
乗
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
。
牛
車

も
タ
ト
ン
へ
帰
る
途
中
な
の
で
心
良
く
乗
せ
て
く
れ
る
。
地
獄

に
仏
と
は
こ
の
こ
と
か
と
思
っ
た
。
他
の
兵
も
疲
労
が
激
し
く

交
替
で
乗
せ
て
も
ら
い
、
数
時
間
が
過
ぎ
や
っ
と
タ
ト
ン
に
到

着
、
通
信
隊
近
く
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
の
で
、
肉
の
塩
漬
け
を

若
干
渡
す
と
彼
も
大
変
喜
ん
で
帰
っ
て
い
っ
た
。

直
ち
に
隊
長
に
本
部
復
帰
の
申
告
を
済
ま
せ
宿
舎
に
入
る
。

数
日
後
、
三
八
式
騎
兵
銃
の
菊
の
御
紋
を
金
■
で
叩
き
潰
し
、

所
定
の
場
所
に
持
参
し
武
装
解
除
。
こ
の
時
な
ぜ
か
連
合
軍
の

立
ち
会
い
は
な
く
、
日
本
兵
が
丸
腰
で
立
ち
会
っ
て
い
た
。
九



月
中
旬
の
あ
る
日
、「
今
朝
は
九
時
に
朝
礼
が
あ
る
。
宿
舎
前

に
集
合
」
の
通
達
が
あ
り
、
師
団
通
信
隊
全
員
集
合
整
列
。
現

時
点
で
の
生
存
者
は
宮
武
少
佐
以
下
軍
曹
二
人
・
伍
長
二
人
・

兵
三
十
二
人
で
総
員
三
十
七
人
と
記
憶
す
る
。

隊
長
の
訓
辞
内
容
は
、「
連
合
軍
司
令
官
の
命
に
よ
り
、
我

が
通
信
隊
は
十
月
一
日
パ
プ
ン
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
。
到
着

後
は
道
路
工
事
の
使
役
に
従
事
す
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留

意
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
訓
辞
を
聞
い
て

い
る
う
ち
に
目
の
前
が
突
然
暗
く
な
り
、
全
身
の
力
が
抜
け
ぐ

に
ゃ
ぐ
に
ゃ
と
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
横
に
い
た
戦
友
二
人
が
私

を
抱
き
か
か
え
宿
舎
に
連
れ
込
み
衛
生
兵
を
呼
ん
で
き
た
。
身

体
が
ぞ
く
ぞ
く
寒
気
が
す
る
。
が
た
が
た
震
え
て
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
衛
生
兵
は
私
の
様
子
を
見
て
「
こ
れ
は
マ
ラ
リ
ア

だ
、
す
ぐ
発
熱
す
る
が
、
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
、
注
射

を
う
ち
、
連
合
軍
の
キ
ニ
ー
ネ
を
一
週
間
分
く
れ
た
。
こ
の
薬

が
よ
く
効
き
、
五
日
ぐ
ら
い
で
平
熱
に
戻
り
食
事
も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
体
力
も
回
復
し
パ
プ
ン
出
発
に
間
に
合
う
。

通
信
隊
は
三
個
分
隊
に
編
成
さ
れ
、
パ
プ
ン
到
着
後
直
ち
に

宿
舎
造
り
に
取
り
か
か
る
。
宿
舎
と
は
名
の
み
、
竹
の
柱
に
竹

の
屋
根
、
上
に
携
帯
天
幕
を
張
り
、
土
間
に
は
枯
れ
草
を
敷
き

つ
め
、
携
帯
天
幕
を
敷
く
、
雨
露
を
凌
ぐ
簡
素
な
小
屋
で
あ
っ

た
。
日
曜
と
雨
の
日
を
除
き
病
人
と
炊
事
兵
を
残
し
て
、
毎
日

使
役
に
行
く
。
作
業
は
山
肌
を
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
削
り
取

り
、
道
路
を
広
く
す
る
作
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
ビ
ル
マ

は
日
中
の
気
温
は
三
七
、
八
度
に
上
昇
し
大
変
暑
く
、
連
日
の

作
業
は
身
体
に
こ
た
え
る
。
食
事
は
一
日
に
二
食
、
十
一
時
頃

炊
事
兵
が
作
業
現
場
へ
運
ん
で
く
る
。
雑
炊
を
飯
盒
半
分
ぐ
ら

い
で
朝
・
昼
食
を
、
夕
食
は
飯
か
粥
で
日
に
よ
っ
て
異
な
る
。

副
食
は
主
に
乾
燥
野
菜
の
少
し
入
っ
た
味
■
汁
か
塩
汁
ぐ
ら

い
。
野
生
の
パ
パ
イ
ア
の
木
の
芯
、
バ
ナ
ナ
の
木
の
根
等
、
食

え
る
物
は
何
で
も
食
い
空
腹
を
補
う
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
に
入
っ
て
食
事
の
内
容
が
少
し
良
く
な

る
。
ま
た
、
十
二
月
下
旬
か
ら
三
月
下
旬
ぐ
ら
い
ま
で
は
日
中

の
気
温
は
三
〇
度
を
超
し
、
夜
半
に
な
る
と
気
温
は
ぐ
ん
ぐ
ん

下
が
り
、
夏
の
衣
服
で
は
寒
く
て
眠
れ
な
い
。
交
替
で
不
寝
番

を
立
て
焚
火
を
焚
き
暖
を
と
る
。
抑
留
の
身
と
は
い
え
悲
惨
な

日
々
の
連
続
で
あ
っ
た
。
苦
し
い
中
で
の
救
い
は
、
連
合
軍
の



監
視
兵
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
週
に
一
度
地
区
司
令
官
が
第

一
分
隊
西
村
一
等
兵
（
通
訳
）
を
つ
れ
て
点
呼
に
来
る
だ
け
で

あ
る
。
終
戦
後
一
年
近
く
の
間
、
武
士
の
情
け
か
、
日
本
将
兵

の
心
情
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
か
、
連
合
軍
は
一
度
も
監
視
に
来

な
か
っ
た
。
道
路
工
事
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
四
月

の
中
旬
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
我
々
初
年
兵
は
知
る
よ
し
も
な

い
が
、
我
が
通
信
隊
も
移
動
を
始
め
、
十
日
ぐ
ら
い
経
過
し
た

あ
る
日
、
私
は
二
度
目
の
マ
ラ
リ
ア
病
に
襲
わ
れ
た
。
四
十
度

を
超
す
高
熱
が
数
日
間
続
き
身
体
の
衰
弱
が
激
し
く
、
移
動
中

で
は
処
置
な
し
で
あ
る
と
衛
生
兵
か
ら
隊
長
に
報
告
さ
れ
、
第

四
十
九
師
団
第
四
野
戦
病
院
に
送
ら
れ
、
重
傷
病
棟
に
収
容
さ

れ
手
厚
い
介
抱
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

病
棟
長
の
曹
長
が
私
を
見
に
来
ら
れ
「
二
場
さ
ん
」
と
呼
ん

で
く
れ
た
。
こ
れ
に
は
私
も
驚
い
た
。
軍
隊
で
は
一
日
で
も
早

く
入
隊
す
れ
ば
古
兵
で
あ
り
、
上
級
者
で
あ
る
。
上
下
の
差
は

絶
対
で
あ
る
。
ま
し
て
上
官
と
も
な
れ
ば
命
令
に
対
し
て
絶
対

服
従
で
あ
る
。
一
般
社
会
で
の
年
長
者
、
上
司
で
あ
っ
て
も
軍

隊
で
は
通
用
し
な
い
。

曹
長
が
一
等
兵
を
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ぶ
の
に
驚
い
て
い
る

と
、
曹
長
は
「
驚
く
こ
と
は
な
い
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
か
ら
上

官
も
部
下
も
な
い
。
今
こ
こ
で
死
ん
で
は
犬
死
に
に
な
る
。
一

日
も
早
く
元
気
に
な
り
生
き
て
日
本
に
帰
る
の
だ
」
と
励
ま
さ

れ
、
死
を
覚
悟
し
て
い
た
私
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
で
生
き

る
気
力
が
湧
い
て
き
た
。

思
え
ば
あ
の
激
戦
の
中
を
不
思
議
に
も
命
を
永
ら
え
て
き

て
、
今
こ
こ
で
弱
気
に
な
れ
ば
曹
長
の
言
わ
れ
る
通
り
犬
死
に

に
な
る
。
な
ん
と
し
て
も
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
、
病
は
気
か
ら
と

い
う
諺
も
あ
る
が
、
全
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
か
ら

二
十
日
ほ
ど
過
ぎ
、
病
状
も
次
第
に
良
く
な
り
軽
病
棟
に
移

る
。
軽
病
棟
は
一
室
四
畳
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
ア
ン
ペ
ラ
で
仕
切

っ
て
あ
り
、
私
は
衛
生
兵
に
六
号
室
に
連
れ
て
い
か
れ
た
。
こ

の
部
屋
に
は
一
八
七
〇
四
部
隊
の
軍
曹
が
一
人
入
室
し
て
い

た
。
病
院
の
規
則
と
そ
の
他
を
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
。

あ
る
日
、
私
が
医
務
室
か
ら
部
屋
に
戻
る
と
軍
曹
は
「
二
場

お
め
で
と
う
、
お
前
は
今
日
六
月
一
日
付
で
上
等
兵
に
進
級
し

た
」
と
言
っ
て
階
級
章
を
出
し
て
く
れ
、「
針
と
糸
は
持
っ
て

い
る
か
」
と
聞
か
れ
、「
持
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
と



「
俺
が
付
け
替
え
て
や
ろ
う
」
と
付
け
替
え
て
く
れ
、
私
感

激
の
あ
ま
り
涙
が
■
を
つ
た
っ
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
十
一
日
入
隊
以
来
、
曹
長
殿
や
軍
曹
殿
の

よ
う
に
優
し
く
親
切
に
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
こ
の
時

人
間
の
温
情
を
肌
に
感
じ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
六
月
十
日

頃
と
記
憶
す
る
が
、
病
気
も
回
復
し
曹
長
殿
、
軍
曹
殿
に
礼
を

述
べ
本
隊
に
帰
隊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
頃
の
ビ
ル
マ
は
雨
期
に
入
り
、
毎
日
雨
が
降
り
う
っ
と

う
し
い
日
が
続
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
突
然
、
日
本
に
帰
る
日

が
近
い
と
の
■
が
流
れ
出
し
た
。
半
信
半
疑
で
い
た
が
、
数
日

後
、
全
員
身
体
に
つ
け
て
い
る
物
を
煮
沸
消
毒
せ
よ
と
の
通
達

が
あ
っ
た
。
ド
ラ
ム
缶
に
熱
湯
を
沸
か
し
一
人
ず
つ
全
裸
に
な

り
衣
服
を
放
り
込
み
五
分
間
ぐ
ら
い
で
引
き
上
げ
る
の
だ
が
、

雨
が
降
っ
て
屋
外
に
干
せ
な
い
か
ら
、
宿
舎
内
に
拡
げ
て
干

す
。
衛
生
隊
の
応
援
を
受
け
頭
を
刈
り
髭
や
体
毛
を
剃
り
、
ク

レ
ゾ
ー
ル
液
を
入
れ
た
ド
ラ
ム
缶
に
五
分
間
入
る
。
て
ん
や
わ

ん
や
の
大
騒
ぎ
で
あ
っ
た
。

六
月
二
十
九
日
、
サ
ル
イ
ン
河
の
河
港
に
復
員
船
が
入
港
、

六
月
三
十
日
乗
船
、
夢
に
ま
で
見
た
祖
国
日
本
へ
の
帰
路
に
就

く
。
我
々
は
愛
す
る
家
族
を
守
る
た
め
従
軍
し
た
が
、
圧
倒
的

な
連
合
軍
の
軍
事
力
に
対
し
て
肉
弾
戦
闘
を
繰
り
返
し
、
マ
ラ

リ
ア
や
ア
メ
ー
バ
赤
痢
等
の
疫
病
に
冒
さ
れ
な
が
ら
命
運
つ

き
、
壮
烈
な
最
期
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
数

百
万
人
に
達
す
る
日
本
軍
将
兵
の
貴
い
犠
牲
の
基
に
今
日
の
日

本
の
平
和
の
礎
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
武
運
に
恵
ま
れ
九
死
に
一
生
を
得
て
生
還
出
来
た
が
、

遠
い
異
国
の
地
で
祖
国
日
本
の
繁
栄
と
愛
す
る
家
族
の
幸
福
を

願
い
、
無
念
に
も
壮
烈
な
最
期
を
遂
げ
ら
れ
た
戦
友
の
姿
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。
心
か
ら
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

ビ
ル
マ
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
の
戦
闘

―
帰
っ
て
来
た
英
霊
―
　 

長
崎
県
　
濱
崎
英
治
　 

五
十
余
年
も
前
の
こ
と
で
記
憶
も
薄
れ
て
お
り
ま
す
が
、
大

東
亜
戦
争
の
終
末
、
日
本
で
は
無
条
件
降
伏
と
い
う
こ
と
で
終




